
人権デューデリジェンス
コンサルティング

人権リスクの可視化からマネジメントへ

お問い合わせ先：
株式会社日本能率協会コンサルティング
ビジネスイノベーション本部

お問い合わせフォーム： https://www.jmac.co.jp/inquiry/reply/contact.html

お問い合わせ番号　　： 03-4531-4307

詳しいご内容・お打ち合わせをご希望の場合は、
下記までお問い合わせください。

お問い合わせフォーム



このような課題はありませんか？

■人権DD（デューデリジェンス）の開示を求められているが、進め方がわからない

■取り扱う原材料やサプライチェーンで関わるプレイヤーが多いため、どこまでを対象に人権
リスクを考えればよいのか判断できない

■人権リスクを特定し開示したが、社内のマネジメント体制やモニタリングのＫＰＩ設定など人
権リスクの是正・軽減に向けた仕組み作りに困っている  

調達、サプライチェーン改革など機能改革コンサルティングの知見を活
かし、方針策定や開示にとどまらず機能の実務まで落とし込む実にな
る仕組みの実現を支援します。

JMACの
特徴



コンサルティングの進め方

① 人権セミナーの開催と推進体制の構築

② 主要な原材料とバリューチェーンの整理

③
事業特性整理（原材料・国・従業員・労働形態）による人権リスク候補の絞り込み
※グループ会社・サプライヤに対するヒアリング・アンケートによる実態把握も含みます

④ 人権リスク候補に対する具体的なリスク事項とリスク分類(Cause/Contribute/Directly Linked)の設定

⑤ リスク事項に対する評価

⑥ 優先リスク事項への対応事項の検討

⑦ 対策事項の実施計画の策定

以下は、重要なフェーズ2の進め方詳細イメージ

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3 フェーズ4

支援
フェーズ

約3か月 6か月 3か月～6か月 約3か月

支援
テーマ

方針による
コミットメント

人権デューデリジェンスの実施 救済措置

支援
ステップ

人権方針の策定 人権への影響評価
人権リスクへの対応
方針・計画策定

予防・是正措置の実施 モニタリングの実施
救済メカニズムの整備

外部への情報開示

実施事項・
アウトプット

 ●自社人権方針（人権ポ
リシー）の作成・公開

●人権への取り組みの責
任者を含むマネジメント

体制の説明など

●人権への負の影響
の特定、分析、評価

●特定した人権リスク
に対する取り組み方
針・計画の策定

●取り組み方針・計画に組み込んだ政策（予防/ 是正
措置）の実施、実施施策の効果およびリスクのモニ

タリングに関する仕組み、体制の構築

●人権リスクの可視化状況および対応方針・計画～
モニタリングまでの状況の都度開示構想の立案
→人権報告書/ サステナビリティ報告書構想作成

●社内向けホットライン（苦
情/ 相談窓口）の設置、サ
プライヤー向けホットライ
ン（同上）の設置、お客様
相談室の設置などに関す
る仕組み、体制の構築



ご対象部門・事例

 

対象
部門

●サステナビリティ推進部門

●人事・総務部門

●SCM部門

Case

業界 電気通信機器製造業

テーマ 人権マネジメント体制の構築

取り組み内容

●自社の人権リスクの可視化
●人権リスク可視化に向けたグループ会社への実態調査アンケートの実施
●人権リスクへの対応方向性のサステナビリティレポートへの反映
●人権リスクの是正・軽減に向けた活動計画の策定
●人権リスクに対するPDCA含めたマネジメント体制の構築



ご相談の流れ

面談 提案 契約 実施

貴社課題について理
解し、JMACのアプロー
チの説明、ご提案の
方向性についてご相
談します。
必要に応じて、NDAを
ご準備します。
現場視察により理解
を深めさせていただく
場合もございます。

お打ち合わせ内容を
踏まえて、貴社課題に
添ったコンサルティン
グ計画提案書をご提
示させて頂きます。

JMACご提案を採用い
ただきましたら、業務
委託契約書の締結準
備をさせて頂きます。

コンサルティングを実
施スタートいたしま
す。
キックオフを経て、
■現状分析
■関係者ミーティング
■改善支援
■推進報告会
を実施しながら課題解
決に努めます。

お問い合わせ先：
株式会社日本能率協会コンサルティング
ビジネスイノベーション本部

お問い合わせフォーム： https://www.jmac.co.jp/inquiry/reply/contact.html

お問い合わせ電話番号： 03-4531-4307


